































　近代語訳としては，イタリア語訳（Clemente Alessandrino, Gli Stromati: 
Note di vera filosofia, Introduzione, traduzione e note di Giovanni Pini, Milano 
1985），スペイン語訳（Clemente de Alejandría, Stromata II-III: Conocimiento 
religioso y continencia auténtica, Introducción, traducción y notas de Marcelo 
Merino Rodríguez, Madrid 1998），および英訳（Clement of Alexandria: Stroma-


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































方で一気に越え，しかる後 7 つの惑星と 9 番目の恒星を越え，9 という数字を
超えた完全な数字に向かい，10 番目の運命へと，神に関する覚知へと到達する，
すなわち創造行為をめがけて創造主を望むのである．2）それゆえ，いけにえ





























逸れてしまったのだ＞（1 ﾃﾓﾃ 6,20 以下）．6）このような声によって非難され
ている異端の人々は，『テモテへの書簡』を真正と認めていない．7）したがって，























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ｺﾘﾝﾄ 13,2 に対する『第 1 ｸﾚﾒﾝｽ書簡』より）．
　3）さらに律法は，食糧のために奴隷となっている人々を蔑むことを禁じて































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ｷｴﾙ 18,4 － 9）．3）一方イザヤは，信じている者に対しては生の崇高さに向け，
また覚知者に対しては十分なる注意（epistasis）に向けて勧告する一方，人間
の徳と神の徳とが同一ではないということに関して，次のように表明しつつ述
べている．4）＜主を求めよ．主を見出し得るときに，主を呼び求めよ．主が
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あなた方に近づくときに，不敬なる者は自らの道を，不法なる者は自らの道を
離れて，主に立ち返れ．そうすれば憐れみを受けるであろう＞．これは＜あ
なた方の思っている事柄は，わたしの思いとはかけ離れている＞という句で結
ばれる（ｲｻﾞﾔ 55,6.7.9）．136.1）そして真正なる使徒によれば，＜われわれは，
信仰に基づき正義の希望を受け取っている．キリストにあっては，割礼も無割
礼も何の力もない．ただ愛を通じての信仰が働くだけである＞（ｶﾞﾗﾃﾔ 5,5）．2）
しかるに＜われわれは，あなた方の各々が，希望の完成に至るまで，同じ熱心
さを示してくれることを切に願う＞（ﾍﾌﾞﾗｲ 6,11.20）が，それは＜メルキゼデ
クの身分の大祭司が永遠にそうであるように＞である．3）パウロと同様のこ
とを，徳に満ちた知恵がこう述べている．＜わたしに聞き従う人は，希望に
信頼して住まいを得るであろう＞（箴言 1,33）．なぜなら希望の復興が，同じ
意味で「希望」と語られているからである．4）それゆえ「住まいを得る」と
いう表現に，いとも美しく「信頼して」と付加されるのである．これは，望
んでいた希望を抱くそのような人は休らいを得る，ということを表している．
かくしてこう続けられる．5）＜彼はあらゆる悪に対する恐れを免れて安穏を
得る＞．5）一方使徒は，『コリントの教会に宛てた第一の書簡』において，い
とも明瞭にこう述べている．＜わたしがキリストの模倣者であるように，あな
た方はわたしに倣う者となって下さい＞（1 ｺﾘﾝﾄ 11,1）．その目的は次の事柄
である．もしあなた方がわたしの，わたしがキリストの模倣者となれば，あな
た方はキリストに倣う者となる．そのキリストは神に倣う者である．6）すな
わち彼は，＜神に可能な限り正しく似た者となること，そして賢慮をともなっ
た敬虔な者となること＞（ﾌﾟﾗﾄﾝ『ﾃｱｲﾃﾄｽ』176B）を信仰の目的として掲げて
いるのである．要するにこれは，信仰に基づいた福音告知の復興である．こう
して，これらの言葉から，目的に関して使徒が教説化した事どもの泉が，すで
に述べたように，噴出している．だがこれらに関しては以上で十分であろう．
ⅩⅩⅢ．婚姻の目的と掟．
　137.1）結婚は快楽と情欲に屈することであるように思われる．したがって
この点についても取り上げねばならない．結婚とは，男性と女性との最初の交
わりであり，律法に従い，正嫡の子を儲けるために行われる．2）実に，喜劇
作家のメナンドロスもこう述べている．
　　　　　　「正嫡の子供たちを授かるために，
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　　　　　　　わたしはあなたに，わたしの娘を与える」
（ﾒﾅﾝﾄﾞﾛｽ断片 720，『髪を切られた女』38 以下）．
3）そこで，われわれは結婚すべきかどうか，探求してみることにしよう．こ
れは「関係性の問題」と呼ばれている事柄に属す（ｱﾘｽﾄﾃﾚｽ『弁論術』2.2；
1379a9 以下）．誰が結婚すべきであり，どのようにして，また誰と，どんな女
性と結婚すべきなのであろうか．誰しも皆，あるいは必ず結婚すべきであると
いうわけではなく，相応しき時，相応しき相手，そして相応しき年齢がある．4）
一方女性の側についても，すべての女性が必ずいつでも結婚すべきであるとい
うわけではなく，是が非でもあるいは思うままにというわけでもなく，ただど
のような男性と，どんな風にまたどのような形ですべきか，ということである．
これは子供のために為されるものであり，すべての点で似つかわしく，愛する
男性を大切に思う女性により為されるべきであり，決して力ずくであるいは強
いられて行われるものであってはならないものである．138.1）それゆえ，自
分の妻を妹だと弁明していたアブラハムはこう言う．＜父方から言えば彼女は
わたしの妹です，でも母方から言えばそうではありません．だからわたしは妻
にしたのです＞（創世 20,12）．これは，母を同じくする女性と結婚してはなら
ないということを教えるものである．
　2）簡潔にこの話を概観することにしよう．プラトンは結婚を，善き事ども
の外にあることのうちに置いている．結婚は，われわれの種族の不滅性を準備
し，いわば継続性として，子の子にまで点火されるものである（ﾌﾟﾗﾄﾝ『法律』
773E）．3）しかるにデモクリトスは，結婚と子作りとを，そこから生じる幾
多の不快や，不可避な事態から発生する消耗のために批判している（ﾃﾞﾓｸﾘﾄｽ，
断片 179N）．4）彼と同調するのはエピクロスであり，彼においては，快楽と
煩わしさのなさ，さらには苦痛のなさに含まれる事柄が善とされる．5）また
ストア派に属す人々によれば，結婚と育児とは，善悪無記とされる一方，ペリ
パトス派の人々によれば，それらは善であるとされる．6）要するに彼らは，
舌に至るまで教説を引き上げて，快楽に僕として仕えているのである．ある者
は妾，またある者は遊女，そして大半の者は若者を用いている．しかるにかの
知恵ある四人の女性は，遊女とともに労働のために快楽に身をささげている
（ｱﾃﾅｲｵｽ 13.588B）．139.1）したがって彼ら，自分には何ら益することがないと
判断して，他の者どもにこれをやるように命ずるような者，あるいはその逆の
ような者どもは，「ブズュギオンの苦役」（くびきを負っての農耕）を免れるこ
とはないであろう．2）聖書はこのことを簡潔に明らかにしてこう述べている．
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＜あなたが憎むこと，それを他人にしてはならない＞（ﾄﾋﾞﾄ 4,15）．3）それは
ともかく，結婚を是認する者たちも，＜われわれの本性が，われわれを結婚に
適ったものにしたのだ＞と言っている．すなわち明らかなことだが，身体の作
りからして，男性と女性に分かれているのであるし，＜増えよ，地を満たせ＞
（創世 1,28）と常に声がするのだから，というのである．4）だがもしこの件が
そういう次第であるなら，このことは彼らにとって恥ずべき事柄で，かつ神に
よって創造された人間の方が，理性を備えていない諸動物よりも自制心がない
と思われよう．すなわち動物は交合に際して，多くのものに見境なくこれを行
うようには創造されていない．ただ一つの，それも同族のものとつがう．たと
えば家鳩，小鳩，亀の類，およびこれに類した種に関してそうである．5）さ
らに，彼らが言うには，子供のない男性は，本性的な完全性から取り残されて
いる，それは彼が，固有の世継ぎをその土地に立てることがないからである，
というのも自らから似た者を創造するのがまったき存在であり，否むしろ，自
らの子も同じことをするのを目にするとき，すなわち生まれた者が生んだ者と
同じ本性になるとき，まったきあり方になるのである，と．
　140.1）したがって，祖国のため，また子孫の継承のため，またわれわれに
関わる限りでの世の完成のためには，ぜひとも結婚すべきだということにな
る．というのも詩人たちは，結婚しただけで，また子供のいない結婚は＜半完
成品であり＞（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』2.701），＜両親とも健在＞（ﾎﾒﾛｽ『ｲﾘｱｽ』22.496）
な結婚を幸いなるものと呼んでいるからである．2）しかるに身体的な疾病は，
とりわけ結婚を不可欠なものとして示す．なぜなら妻の気遣いと絶えざる忍耐
は，他の親族や友人たちの辛抱に優ると思われるからである．それは相互の共
感によって，すべてを乗り越えとりわけ耐え忍んでゆくことを選択する限りに
おいてである．妻とは聖書によれば，まさしく不可欠な＜助け手＞（創世 2,18）
なのであるから．141.1）実に，喜劇詩人のメナンドロスは，結婚に対して攻
撃を加えながらも，次のように言う者に対し，結婚の有用性をも対置させなが
ら，こう返答している．
　　　　　　「A．この件で，わたしは失敗した．
　　　　　　　B．君はそれを左手で受け取ったんだよ」．
さらに彼は続けている．
　　　　　　「君は結婚のうちに，煩わしき面，君を悩ます面を見たのだ．
　　　　　　　いい面には目を向けていないじゃないか」
（ﾒﾅﾝﾄﾞﾛｽ『女嫌い』断片 325）
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以下である．2）また結婚は，次の面でも助けになる．すなわち時間的に先行
する人々に対して，面倒を見てくれる女性として妻を提示できる．また彼女か
ら生まれた子供たちを，年老いてからの養い手とすることができる．3）「子供
たち」は，
　　　　　　「死に行く人間にとって，誉れとなる．
　　　　　　　コルク樫が網を引っ張るように，
　　　　　　　深みから，網の糸を救い上げてくれる」
（ｱｲｽｷｭﾛｽ『供養する女たち』505 － 507）．
とは悲劇詩人ソフォクレスの言である 8．4）一方立法者たちも，結婚してい
ない者たちには，最高の官職に与かることを認めていない．すなわちラコニア
の立法者は，結婚しない者に対してばかりでなく，悪しき結婚をした者，結婚
が遅すぎた者，あるいは独身主義者に対して罰則を設けている．5）一方真正
なるプラトンは，妻の生活費を公的経費から拠出すべきこと，また結婚してい
ない者に対しては，相応しき出費をアルコンに支払うべきことを命じている
（ﾌﾟﾗﾄﾝ『法律』774）．というのももし，結婚せず子供も儲けなかったならば，
自分たちのうえに人口の不足をもたらし，国家を滅ぼし，ひいては人々からな
る世界を壊滅させるというのである．そのような不敬に関しては，神的な誕生
の神秘を破壊させるに任せよう．142.1）一方，すでに妻と子供がありながら，
共棲を回避するというあり方は，男性的でもなく弱々しい．2）共棲の回避は
悪であり，総じて共棲の堅持は善である．これ以外の事柄に関しても同様であ
る．だが実に，子供の回避は，最低の悪に属すことである，と言う．つまり，
子供の獲得は善なのである．もしそうならば，結婚もそうである．
　　　　　　3）「父がなければ子供もおらず，
　　　　　　　　母がなければこの懐胎もありえない」
（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ｵﾚｽﾃｽ』554）．
結婚が父を作ると同時に，夫が母を作る．143.1）ホメロスもまた，最大の
祈りを込める箇所として＜夫と家＞を挙げるが，そればかりでなく，＜善き
協和＞があること，が伴う（ﾎﾒﾛｽ『ｵﾃﾞｭｯｾｲｱ』6.181 以下）．というのも，他の
人々の結婚であれば，快楽に満ちた生に向けて合意するが，哲学する人々の結
婚は，御言葉に基づいた合意を目指し，妻たちには，容姿ではなく品性におい
て飾られるように勧告する．そして，結婚している女性に対しては，愛人でも
あるかのように付き合うことはしないように勧告し，身体面での虚傲を目的と
してきた男性に目を注ぐことのないように勧める．そしてむしろ結婚を，生涯
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を通じての援助，最高の節制のための道とするように勧告するのである．2）
思うに，相応しい時期に蒔かれた小麦や大麦よりも，巻かれた人間の方が尊い．
人間にはすべてが育つし，それは，しらふの状態で農夫たちが種を蒔くわけ
だからである．3）もし何か結婚に，汚く汚れたなりわいがあるのだとすれば，
それはすべて浄めなければならない．これはわれわれが，理性を持たない動物
の交合のほうが，人間の共なるくびきよりも，合意の定義から言って，より本
性に合致しているとして非難されないためである．144.1）動物たちの中には，
定められた時期に交合を行い，それが済むと直ちに，神慮による創造行為を止
め，離れてゆくというものがある．2）悲劇詩人たちによって，ポリュクセネ
は喉を切られる際に，＜死に行きつつも，なお気品を保って倒れるべく，大い
なる神慮に与かって＞（ｴｳﾘﾋﾟﾃﾞｽ『ﾍｶﾍﾞ』568 － 570）いるように描かれている．
　　　　　 　「彼女は，男たちの目を，閉ざすべくして閉ざした」．
彼女にとっても，結婚は不幸だったのである．3）したがって情動に屈し，情
動に譲歩するというのは最たる隷属であり，それらに打ち勝つのは，言うまで
もなく自由な意志だけの為せる業である．4）実に，神的な聖書は，神の掟を
破って他の種族と交わるという罪，すなわち本性的に適わしくない罪に試みら
れ，回心して立ち返るまでの経緯を記している（士師 2,14 ほか）．
　145.1）かくして婚姻に関しては，これを言わば聖なる像のように，汚れを
もたらす事物から遠ざけ，浄らかなものに保たねばならない．主とともに眠り
から覚め，感謝とともに眠りに就き，
　　　　　　「眠りに就くとき，また聖なる光が訪れる折りには」
（ﾍｼｵﾄﾞｽ 『農と暦』339）
祈りを献げ，われわれの生涯のすべてにわたって主を証しし，霊魂においては
敬神の念を失わず，思慮を肉体にまで及ぼすのである．2）というのも，舌か
ら行いに至るまで品位を保つことは，まさしく神を愛することに他ならないか
らである．恥ずべき言説は無恥につながる道であり，両者の行き着く先は恥ず
べき行動である．3）しかるに聖書は，結婚することを勧め，絆を解消しない
ように勧め，ただこう掟を定めるのみである．＜不品行以外の理由で妻を離縁
してはならない＞（ﾏﾀｲ 5,32）．姦淫とは，別れたもう一方の人が生きている間に，
他に婚姻関係を結ぶことだと考えられている．146.1）しかるに，妻が節度を
越えて化粧しない，あるいは身づくろいをしないということは，非難されるよ
うな嫌疑を招かないことにつながる．それは妻が熱心に祈りと祈願に専心し，
家の多くの出口を見守り，相応しからざる者どもの視線から彼女を可能な限り
秋　山　　　学
遮断しておき，自身を，不適切なおしゃべりよりも家事に適わしいものとする
ことにつながるのである．2）＜出された妻を娶る者は姦淫を犯すのである＞，
と主は語る．というのも，＜もし誰かが妻を離縁するならば，彼女を姦淫する
のである＞，すなわち姦淫するように強いる，というわけである．3）だが離
縁する者が姦淫の原因となるばかりでなく，彼女を受け容れる者も，妻に罪を
犯す端緒を提供するのであるから，その原因となるというのである．というの
ももし彼が彼女を受け容れることがなければ，妻は夫のもとに戻るであろうか
ら．147.1）いったい，法とは何であるのか．情動の改善を拓くために，姦通
を犯す女，その件で審議される女を取り除くシステムである．もし彼女が祭司
の娘であれば，火に委ねられるべきことを定めている（ﾚﾋﾞ 21,9）．その際，姦
夫のほうも石打ちにされるが，同じ場所においてではない．それは，死が人々
と共通のものとならないためである．2）律法は福音と競合せず，福音と協和
するものである．どうしてそうでないことがあろうか，両者にとっての指揮者
は一人，主であるのに．もし過ちに身をゆだねて姦通した女がなお生きている
とするならば，掟のために死ぬが，もし回心し，いわば生まれ変わって，生の
転換によって生命の再生を得たならば，かつての姦通は死し，彼女は回心によっ
て再び生まれ，生命へと至るのである．3）いま述べた事柄を証言しているのは，
エゼキエルを通して語る霊である．＜わたしは罪人の死を望まない．むしろ立
ち返ることを願う＞（ｴｾﾞｷｴﾙ 33,11）．4）心の頑なさのために律法に死ぬ者は，
ただちに石打ちに遇う．それはその人が律法に従わなかったためである．しか
るに懲罰は祭司の娘にも及ぶ．それは＜より多く与えられる者からは，より多
く求められる＞（ﾙｶ 12,48）からである．
　われわれの『ストロマテイス』第２巻は，その長さと章立てが大きくなって
しまったため，ここで筆を擱くことにする．
注
1 クレメンスは『バルナバの書簡』に，新約聖書に収められた他の使徒書と同
等の権威を置いている．
2 洗礼を受けぬまま他界した嬰児たちを指す．
3 アッティカの王テセウスの妻．先妻の子に当たるヒッポリュトスに懸想した．
4 アルゴスの王プロイトスの妻．ベレロフォンに懸想したが，思いを遂げられ
ずに夫に訴え，それがもとでベレロフォンはリュキアのイオバテス王の許に
遣わされ，キマイラ退治を命じられる．
5 テバイを攻める７将のうち，アンフィアラオスの妻．ポリュネイケスにより
アレクサンドリアのクレメンス『ストロマテイス』（『綴織』）第２巻
─全訳─ 
ハルモニアの首飾りを約束されて，夫で預言者のアンフィアラオスが，遠征
を望まずに隠れている場所を明かした．
6 この部分，伝損する唯一の写本に欠損があり，シュテーリンによる補充読み
に従う．
7 仏教〔密教〕において，「身・口・意」における如来への似姿への志向が説
かれることを想起させる．
8 引用箇所に記したとおり，これはソフォクレスではなく，アイスキュロスの
作品中に見出される台詞である．
